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水圏統合科学主専攻プログラムにおける学習の成果

評価項目と評価基準との関係

極めて優秀 (Excellent) 優秀 (Very Good) 良好 (Good)

(1)

専門分野に関わる課題を解決するために必
要な，学際的・総合的に考える能力や，広
い視野から俯瞰し行動するための知識・理
解

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，優れた力を持っている。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，十分な力を持っている。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，基礎的な力を持っている

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的知識・
理解

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
かつ深く理解し，他の項目と関連付けて応用的な説
明ができる。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
十分に理解し，他の項目と関連付けて説明ができ
る。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
概ね理解し，基本的な説明ができる。

(3)
水圏におけるさまざまな生物の形態学，生
態学，生理学，病理学，生化学，遺伝学的
特性の総体的な理解

基本的な知識があり，かつ深く理解し，他の項目と
関連付けて応用的な説明ができる。

基本的な知識があり，十分に理解し，他の項目と関
連付けて説明ができる。

基本的な知識があり，概ね理解し，基本的な説明が
できる。

(4)
水産資源の管理，増殖，利用，および水産
業に関する経済動向の理解

基本的な知識があり，かつ深く理解し，他の項目と
関連付けて応用的な説明ができる。

基本的な知識があり，十分に理解し，他の項目と関
連付けて説明ができる。

基本的な知識があり，概ね理解し，基本的な説明が
できる。

(5)
水ᄱ

ခᄱ



極めて優秀 (Excellent) 優秀 (Very Good) 良好 (Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(1)
専門的分野を学ぶために必要な基礎的コ
ミュニケーション・情報処理・身体活動の
能力

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，優れた力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，十分な力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，基礎的な力を持っている

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的実験能
力・技能

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能を十分身につけており，主体的に応用することが
できる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能を十分身につけており，指示に従って実施するこ
とができる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能を概ね身につけており，実施の補助ができる。

(3)
水圏生物および水圏環境の諸特性を分析・
評価する手法

水圏生物および水圏環境の諸特性を，主体的に分
析・評価することができる。

水圏生物および水圏環境の諸特性を，指示に従って
分析・評価することができる。

水圏生物および水圏環境の諸特性を，指示に従って
概ね分析・評価することができる。

(4)
水圏生物を飼育管理する基本的手技および
分析方法

水圏生物の飼育管理の基本的手技および分析方法を
十分身につけており，主体的に応用することができ
る。

水圏生物の飼育管理の基本的手技および分析方法を
身につけており，指示に従って実施することができ
る。

水圏生物の飼育管理の基本的手技および分析方法を
概ね身につけており，実施の補助ができる。

(5)
人間生活における水産業の役割と水圏環境
に及ぼす影響を分析・評価するための手法

人間生活における水産業の役割と水圏環境に及ぼす
影響を，主体的に分析・評価することができる。

人間生活における水産業の役割と水圏環境に及ぼす
影響を，指示に従って分析・評価することができ
る。

人間生活における水産業の役割と水圏環境に及ぼす
影響を，指示に従って概ね分析・評価することがで
きる。

(6)
水圏生物に関わる英語の読解力，コミュニ
ケーション力

英語に関する非常に高い読解力を有し，専門的な学術
論文を読むことができるとともに，国際的コミュニケーショ
ン能力を十分かつ深く身につけている。

英語に関する高い読解力を有し，専門的な学術論文を
ある程度読むことができるとともに，国際的コミュニケー
ション能力を十分かつ深く身につけている。

英語に関する読解力を有し，専門的な学術論文を部分
的ではあるが読むことができるとともに，国際的コミュニ
ケーション能力を十分かつ深く身につけている。

総
合
的
な
力

(1)

水圏生物の具体的諸事象について，自らの
対象を設定し，それについての自分の考え
をまとめ，文章や口頭で論理的に発表し，
応答する能力

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表現
力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能力
といった総合的能力・技能の各要素について，優れ
た力を持っている。

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表現
力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能力
といった総合的能力・技能の各要素について，十分
な力を持っている。

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表現
力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能力
といった総合的能力・技能の各要素について，基礎
的な力を持っている

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担っています。自主的・自立的に学習する態度を習慣づけ，情報収集力・分析力・批判力を

基盤とする科学的思考力を養成します。ものごとの本質と背景を広い視野から洞察する力や，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化します。幅広い知
識を，真に問題解決に役立つ「知識体系」へと統合し，総合的な見地からものごとを俯瞰できる能力を養成します。











別紙５ 

水 圏 統 合 科 学 主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 

 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

海野 徹也 教授 7944 A317 umino@hiroshima-u.ac.jp 

大塚 攻 教授 4116 竹原ステーション ohtsuka@hiroshima-u.ac.jp 

河合 幸一郎 教授 7894 A217 kawagogi@hiroshima-u.ac.jp 

小池 一彦 教授 7996 A413 kazkoike@hiroshima-u.ac.jp 

坂井 陽一 教授 7975 A216 sakai41@hiroshima-u.ac.jp 

浅岡 聡 准教授 7945 A417 stasaoka@hiroshima-u.ac.jp 

加藤 亜記 准教授 6377 竹原ステーション katoa@hiroshima-u.ac.jp 

斉藤 英俊 准教授 7895 A218 saito@hiroshima-u.ac.jp 

冨山 毅 准教授 7941 A214 tomiyama@hiroshima-u.ac.jp 

橋本 俊也 准教授 7896 A418 thasimt@hiroshima-u.ac.jp 

Lawrence M. 

LIAO 
准教授 4375 A318 lliao@hiroshima-u.ac.jp 

吉田 将之 准教授 7982 A311 yosidam@hiroshima-u.ac.jp 

若林 香織 准教授 7989 A315 kaoriw@hiroshima-u.ac.jp 

近藤 裕介 助教  竹原ステーション ykondo@hiroshima-u.ac.jp 

小原 静夏 助教 7999 A411 oharashizu@hiroshima-u.ac.jp 

河合 賢太郎 助教  A307 kawai-ken@hiroshima-u.ac.jp 

中口 和光 准教授 4114 附属練習船豊潮丸 nakaguchi-kazu3@hiroshima-u.ac.jp 

山口 修平 助教 4114 附属練習船豊潮丸 s-yamaguchi@hiroshima-u.ac.jp 

大下 誠二 客員教授   担当授業科目：国際漁業学 

山尾 政博 



 

別表第1(生物生産学部細則第6条第2項，第17条関係) 

履修表(教養教育科目) 

（水圏統合科学・応用動植物科学・食品科学・分子農学生命科学主専攻プログラム） 

区
分 科目区分 

要修得

単位数 
授業科目等 単位数

履修 

区分 

履修年次(注1) 

1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

教
養
教
育
科
目 

平和科目 2  2 必修 ○    

大学

教育

基礎

科目 

教養ゼミ 2 教養ゼミ 2 必修 ◎    

大学教育入門 2 大学教育入門 2 必修 ◎    

共
通
科
目 

外
国
語
科
目 

英
語

(

注2)

コミュニケーション基礎 2 
コミュニケーション基礎Ⅰ 1 

必修 
◎    

コミュニケーション基礎Ⅱ 1  ◎   

コミュニケーションⅠ 2 
コミュニケーションⅠA 1 

必修 
◎    

コミュニケーションⅠB 1 ◎    

コミュニケーションⅡ 2 
コミュニケーションⅡA 1 

必修 
 ◎   

コミュニケーションⅡB 1  ◎   

初修外国語 

(1言語選択) 
4 

ベーシック外国語Ⅰ 1 

選択 

必修 

◎    

ベーシック外国語Ⅱ 1 ◎    

ベーシック外国語Ⅲ 1  ◎   

ベーシック外国語Ⅳ 1  ◎   

情報・データサイエンス科目 4 

情報・データ科学入門又は情報

活用演習(注3) 
2 必修 ◎    

データサイエンス基礎

 

㈠ 必修

  

◎

 † 領域科目

‱ 　  ⠀ 注

㐩 
ㄠ 又

は

㈠ 選択

  必修

  ○

  ○

  ○

  ○○○健康スポーツ科目

′  ⠀ 注

㔩 
ㄠ 又

は

㈠ 選択

  必修

  ○

  ○

†  

基盤科目 12 

基礎微分積分学又は微分積分通

論(注6) 
2 

必修 

◎    

有機化学 2  ◎   

種生物学 2  ◎   

細胞科学 2  ◎   

一般化学又は初修化学(注7) 2 ◎    

化学実験ベーシック又は化学実

験法・同実験Ⅰ(注8) 
1  ◎    

生物学実験法・同実験Ⅰ 1   ◎   

計 44  

 



 

○ 履 修 上 の 留 意 事 項  
 

 

注 1：○印は標準履修年次を，◎印はその年次での履修を強く要望していることを表しており，◎，○を示

す年次以降はいつでも履修することが可能である。なお，授業科目により開設期が異なる場合がある

ので，学生便覧の教養教育開設授業科目一覧で確認すること。 

 

注 2：短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ」，「オ

ンライン英語演習Ⅱ」及び「オンライン英語演習Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の

単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細

については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱い

について」を参照すること。 

(P．教養32～33) 

 

注 3：情報・データサイエンス科目の必修科目は，1年次前期開設の「情報・データ科学入門」を履修する

こと。なお，「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合のみ，1年次後期開設の「情報

活用演習」を履修することができる。 

 

注 4：自然科学系科目群から4単位以上，人文社会科学系科目群から4単位以上を修得すること。 

ただし，自然科学領域の「生物の世界」は入学試験において生物を受験していない者の要望科目であ

る。 

他の者は「生物の世界」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

4単位を超える情報・データサイエンス科目の修得単位は自然科学系科学群に含めることができる。 

    社会連携科目は，4単位まで人文社会科学系科目群に含めることができる。 

 

注 5：健康スポーツ科目は，スポーツ実習を履修することが望ましい。 

 

注 6：数学Ⅲを高等学校等で履修した者は「基礎微分積分学」を，数学Ⅲを高等学校等で履修していない者

は「微分積分通論」を履修すること。 

 

注 7：「初修化学」は，入学試験において化学を受験していない者の必修科目である。この場合，「一般化

学」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

化学を受験した者は「初修化学」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

 

注 8：1年次開設の「化学実験ベーシック」を履修すること。ただし，「化学実験ベーシック」の単位修得が

できず，その再履修が難しい場合のみ「化学実験法・同実験Ⅰ」の履修を認めることとする。 
 



 

別表第 2（生物生産学部細則第 6 条第 3 項，第 17 条関係） 

履修表(専門基礎科目) 

（水圏統合科学・応用動植物科学・食品科学・分子農学生命科学主専攻プログラム） 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数 

履 修 年 次 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専門基礎科目 24 

生物生産学入門 

微生物学入門 

分子生化学入門 



 

 

別表第2（生物生産学部細則第6条第3項，第17条関係） 

○ 水圏統合科学主専攻プログラム履修表（専門科目） 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数

履 修 年 次 

1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

専

門

教

育

科

目 

専 門 科 目 56 

乗船実習 

水圏統合科学外書講読 

卒業論文Ⅰ 

卒業論文Ⅱ 

卒業論文Ⅲ 

2 

2 

2 

2 

2 

    

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇

 

 

 

 

〇

必修科目  計10単位 

水圏増殖学Ⅰ 

水圏動物学Ⅰ 

水圏生態学Ⅰ 

水圏環境学Ⅰ 

水圏生産科学Ⅰ 

水圏生物多様性論Ⅰ 

水圏生物学実験Ⅰ 

水圏生物学実験Ⅱ 

水圏増殖学Ⅱ 

水圏動物学Ⅱ 

水圏生態学Ⅱ 

水圏環境学Ⅱ 

水圏生産科学Ⅱ 

水圏生物多様性論Ⅱ 

水圏生物学実験Ⅲ 

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習Ⅰ 

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習Ⅱ 

水圏統合科学演習Ⅰ 

水圏統合科学演習Ⅱ 

水圏物質循環学 

国際漁業学 

水産社会経済学 

海洋生物学特別実習 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

   ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

選択必修科目  計35単位のうち25単位選択必修 

（25単位を超える履修単位は選択科目とする。） 

・水圏生物学実験Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ及び水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習Ⅰ，Ⅱから3単位以上の

取得を含む。 

選択科目 21単位以上修得 

・生物生産学科の他プログラムの専門科目も選択科目に含めることができる。 

・他学部の専門科目及び派遣先で修得した AIMS プログラム提供科目は

12単位まで含めることができる。 

・教養教育科目及び教職に関する科目は含めることはできない。 

合   計 124  

〔卒業要件単位数〕124単位（教養教育科目44単位＋専門基礎科目24単位＋専門科目56単位）  


